
鳥取県立日野高等学校
総合学科
生物活用専攻生

小学生と交流授業で
田植え・稲刈り・イモ掘りetc…

交流会は、あいさつからスタート
ヨロシクお願いします！

⿃取県⽴⽇野⾼校では、毎年、２年次⽣の⽣物活⽤
専攻⽣が農場の近くにある⿊坂⼩学校と農業体験を通じ
た交流授業を実施しています。３，４年⽣には⽶作り
（⽥植え、除草、稲刈り、脱穀）、 １，２年⽣にはサツ
マイモの植付けと収穫及びジャガイモの収穫を指導しながら
年間７回交流しています。
稲刈りの交流会に参加したのは、⾼校⽣６名、⼩学⽣
17名。⾼校⽣は時間内に⼩学⽣の作業が終了するよう
に、あらかじめ半分の稲の刈り取りを済ませ、はで⼲しの⽤
意をして準備していました。
刈り取りをしたのは３ａの⽔⽥に⾃分達で植えたヒカリ新
世紀です。⼩学⽣が鎌で⼀株ずつ刈って、⾼校⽣がはでに
掛けるため紐で結んでいきます。４年⽣は２回⽬なので、
⼿際よくできます。落穂も⼤切に拾い集めて⼀緒に束ねま
す はでに掛けたら作業終了！おやつの梨をいただきながら

５⽉22⽇ サツマイモ植付け

こげなことをしちょーます！

お
い

5⽉29⽇ ⽥植え

7⽉3⽇ ⽥⾞押しで除草

す。はでに掛けたら作業終了！おやつの梨をいただきながら、
反省会をしました。
12⽉には、⼩学⽣がふれ合い感謝祭を開催して、⾼校
⽣を招きます。収穫したお⽶や野菜でカレー（6年⽣、1・
2年⽣は野菜の⽪むき）、ご飯（5年⽣）、豚汁（３・
４年⽣）、スイートポテト（1年⽣）を作って⾼校⽣にご
馳⾛しました。

10⽉2⽇ 稲刈りの後の反省会 7⽉10⽇ ジャガイモの収穫10⽉2⽇ 稲刈り

10⽉29⽇ 千⻭による脱穀 12⽉4⽇ ふれあい収穫祭

し
い
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⼩学⽣の感想（10⽉2⽇ 稲刈り）

・⾼校⽣のお兄さんから⽥植えや稲刈りを教えてもらう
のは楽しくて好き。
・少し硬いところがあって切りにくかったが、頑張って刈っ
た。
・去年より、上⼿に早く刈れた。(4年⽣）
・⽥植えや稲刈りをして、⾷べ物を⼤事にしたいと思った。
・楽しいので、またやりたい。
・⾼校⽣が作ったおやつが楽しみ♪

⾼校⽣の感想(10⽉2⽇ 稲刈り）

・⼩学⽣が、よく頑張ったので、思ったより早く終った。ま
た、誰もけがをしなくてよかった。
・⼩学⽣が稲を刈るのが早くて、束ねるのが⼤変だった。
・農業体験による交流授業をするようになって、⼈と関
わることが楽しくなった。
・農業体験は、⼩学⽣にとっても⾃分にとっても、⽣きる
⼒になると思う。また、交流授業で⾃⽴⼼や向上⼼が
ついてきたと思う。
・１年⽣の時は教えてもらって刈る側、今回は
教える側で苦労した。
・⼩学⽣の農業体験は、今は分からなくても
将来何かの役にたつと思う。

⿊坂⼩学校の先⽣の話

・交流学習では、⾃分たちと年齢の近いお兄さんに教
えてもらうので、教員に習うのとは違う効果がある。
・いつも同じグループで活動するので、最初は、ぎこちな
いが、回を重ねるごとに親しくなり、３回⽬くらいになると
⾼校⽣も上⼿に教えるようになる。⾼校⽣にとっても⾃
分の学んだことを⼩学⽣に教えることは良い体験になる
のでは。
・３，４年⽣は、総合的な学習の中で、｢めざせ！⽶
博⼠」というテーマで、⽶の品種や病気、⽶料理につい
て等、⽶に関して⾃分が興味あることについて調べる学
習を⾏っている。交流授業の⽶作りもその⼀環に位置
づけ、５年⽣の社会で⽶作りを学習をするのに活かせ
る。

今日のおやつは・・・

イチゴジャムをたっぷり
塗った 食パン！

おいしい(^_^)

感想・そしてこれから・・・

【本校舎】 〒689-4503  鳥取県日野郡日野町根雨310 TEL 0859-72-0365

鳥取県立日野高等学校

【黒坂施設】 〒689-5131 鳥取県日野郡日野町黒坂1109 TEL 0859-74-0011 http://www.torikyo.ed.jp/hino‐h/

・⽥舎に住んでいても、家が農家でも、⽶作りは、おじい
ちゃんやおばあちゃんが機械でするので、⼦ども達は⽶が
どうやってできるか知らない。本やインターネットで調べる
ことと、⾃分達が体験することで、⽶作りの⼤変さや、喜
びを得ることは違う。体験することが、本当の学習になる。
・交流授業で農業を体験することにより、農業が⾝近に
なり、興味をもつようになる。例えば、⽶が植わっていた
ら、品種は何か？いつごろ刈るのか？と考えたりする。
・⽥植えは、まだ、あまり本気ではないが、⽥⾞押し除
草をし、稲刈りになると⾃分達が育てたことで、⼀⽣懸
命になる。
・作物が何ヶ⽉もかけて、⼤きくなることを知り、｢⾷べる
こと｣を⼤事に思うようになるのではないか。⾃分達で
作った⽶はとてもおいしいと感じるようだ。
・⼦ども達は作業が終った後にいただく、⾼校⽣が実習
で作ったジャムや乳酸飲料、ポテトチップ等のおやつを楽
しみにしている。
・⾒たり、読んだりして習得する知識だけでは、実際に
は分からないことがあり、体験することが、
本当の学習になる。
・収穫感謝祭で、⾼校⽣が⼀⼈ずつ述べる
⾔葉が、とても印象的で、⼩学⽣も教員も
感動する。感謝祭のお礼の⼿紙も、さすが
⾼校⽣！という感じ。

⽇野⾼校の先⽣の話
・⾼校⽣は、交流授業で⼩学⽣に教えるために、事前
の学習をしたり、教えることで理解が深まる。また、⼩学
⽣をリードしなくてはならないので、⾃覚が⽣まれ、交流
を重ねることで、コミュニケーション能⼒が⾼まっていく。
・座学とは異なり、交流授業では⽣徒が状況に応じて、
⾃主的に⾏動している。
・豊かな⾃然に恵まれた環境と施設を活⽤し、⽣徒に
様々な体験をしてもらい、地域との交流を続けて⾏きた
い。

⽇野⾼校
郷⼟芸能部は、
第１回⽬の⽇野⾼
ショップで、商売繁盛
を願い、荒神神楽を
奉納します。
今年は中国や台湾
でも公演しました。



⽇野⾼校は80％近くの科⽬が選択制の2学期制の総合
学科です。１年次⽣の「産業社会と⼈間」の科⽬は、様々
な体験学習や討論などを通して、⾃分の⽣き⽅や進路を
考えるようになっており、２年次以降、属する系列を決める
参考にします。この「産業社会と⼈間」の科⽬の中で全⽣
徒が⽥植えと稲刈りを体験し、その他に農業科⽬６コース
（⾷品製造・フラワーデザイン・草花・ガス溶接・植物バイオ
テクノロジー・農業機械）のいずれかを体験します。⽥植え
と稲刈りの実習はアグリライフ系列の３年⽣がサポートします。
座学では学ぶことのできない体験をし、学習意欲や職業意
識を⾼めます。現在、2年次の系列選択では半数の⽣徒が

こんな授業があります

⽥植え 稲刈り ⾷品製造（うどん）

アグリライフ系列を選択しています。
毎週⼟曜⽇に、アグリライフ系列の⽣徒が製造した加⼯
品や草花を情報・ビジネス系列の⽣徒が販売する｢⽇野⾼
ショップ｣の運営やアグリ系列の⽣徒が⾃分たちで作った野
菜を⼿押し⾞で⾏商する移動販売も⾏っています。
また、アグリライフ系列の２年次⽣は、12⽉下旬に授業
で栽培したもち⽶を材料にした福祉餅つきと福祉そば打ち
（今年度は材料のそばを購⼊）を⾏い、地域の⽼⼈福祉
施設や独居⽼⼈に配っています。栽培から加⼯までの過程
を学ぶと共にボランティア意識が育まれます。

こんな授業があります

農業⾼校、あるいは農業に関する学科設置⾼校では、地域交流活動として、⼩学⽣や幼保育園との交流授業や、社
会⼈を対象とした公開講座、学校で⽣産した農産物や加⼯品を販売するショップの運営等、様々な取り組みを⾏い、学
⽣の社会性の育成と地域貢献を図っています。
農業が持つ教育⼒には、⽣命を⼤切にする⼼、優しい⼼、勤労を尊ぶ⼼の育成と併せて、⾃然環境や地域社会との関
わりなどや、｢⾷」について考える⼤切な役割を持っています。
中国四国農政局のホームページでは、トップ画⾯から、管内各学校のホームページに⼊れますので、是⾮、⼀度覗いてみ
てください。

http://www.maff.go.jp/chushi/link/nougyoukoukou.html

おすすめコンテンツ 管内の農業高校

中国四国農政局ＨＰ http://www.maff.go.jp/chushi/

農業機械操作菊の挿し芽

福祉餅つき

バイオテクノロジー

独居⽼⼈へお餅の配布⽇野⾼ショップ


